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Abstract

　　：Rb－Sr　age　determination　was　carried　out　on　several　granitic　and　metamorphic　rocks

which　weresupPosed　to　be　the　basement　complex　oftheJapanese　Islands．The　results　obtained

are　as｛bllows：Unoki　metamorphic　rock，136m．y弓Yamagami　metamorphic　rock，283m。y弓

Komori　metamorphic　rock，236m．y．l　Sangun　metamorphic　rock，162and159m，y。3Dai

granite，413m、y，l　Chikugo　metamorphic　rocks，unsuitable　fbr　age　calculation　and　Ishig3ki－

shima　metamorphic　rock，195m．y。．These　figures　are　nearly　concordant　with　already．published

radiometric　age　data　on　each　rock。

まえがき

　UMP（地球内部開発計画）の一事業として，本邦の

2，3のいわゆる基盤岩類の：Rb－Sr年令を測定した．

　測定は，柴田とWANLEssがカナダ地質調査所で実施

した．試料採取と関係地質調査は，鵜ノ木・山上両変成

岩について吉田と野沢が実施した，しかし，鵜ノ木変成

岩についてはいい試料がえられなかったので，別に加納

が提供した．その他は，すでに他の目的で同位元素年令

が測定され，公刊されている岩石の同一試料を使用し

た．

本稿では，既公刊年令のある試料の記載については，

既公刊文献の補足にとどめた．

　本稿のとりまとめは，野沢が当たった．

1．測定方法

　Rb，Srの同位体希釈分析およびSr同位体比の測定は

カナダ地質調査所で実施した．スパイクは87Rb，84Srを

使用し，87Sr／86Sr比はスパイク分析から計算した．質
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量分析計は6インチ，90。Nier型で，トリプル・フィラ

メント（センターRe，サイド：Ta），Rb2SO4あるいは

Sr（NO3）2としてサイドフィラメントにぬった。イオン

電流の測定には2次電子増倍管およびディジタル電圧計

を使用した。

　測定精度はEimer＆nd　Amend　SrCO3標準試料のく

り返し測定から87Sr／86Sr比は±0．15％と推定され，

87Rb／86Srは士3％と見積った．上記標準試料の87Sr／

86Sr比の10回測定の平均値は0．7088士0．011（2δ）で

あった．λ87RbはL47．10－11／yrを使用した．

2，試料の記載
（1）鵜ノ木変成岩

試料：黒雲母片麻岩

産地：岩手県水沢市大字黒石字正法寺

　　水沢から正法寺・夏山をへて摺沢に至る県道沿い

　　で，正法寺の北西1km（第2図a）．

地質・岩石：黒石構造帯（加納・蟹沢，1966）の超塩基

　　岩体（蛇紋岩）に包まれたゼノリス状変成岩体

　　　（通称正法寺捕獲岩体）中に産出する．この岩体

　　には，その他，種々の角閃岩類および片岩類が含

　　まれている．これらは構造帯内の他の産地に露出

　　する変成岩とともに鵜ノ木変成岩（KへNISAWA，
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　　　19643蟹沢，1969）と呼ばれ，北上山地古生界の

　　　基盤岩類と考えられている．

　　　　分析試料の岩石は，片麻岩構造がかなり顕著な

　　　黒雲母片麻岩である．

（2）山上変成岩

試料：緑泥石白雲母緑簾石曹長石片岩

産地：福島県相馬市横川（第2図b）

地質・岩石：黒田・小倉（1960）によれば松ケ平変成岩

　　　と地域的には接しているが，新第三紀層におおわ

　　　れて直接関係はわからない．しかし，松ケ平変成岩

　　　と山上変成岩は，ともに藍閃石片岩相に属し，変形

　　　も同じ傾向をもち，両者は一連の変成作用に属す

　　　る可能性がある。なお，松ケ平変成岩は，後期デ

　　　ボン紀合ノ沢層の下位にくると考えられているの

　　　で，山上変成岩も同様の可能性をもつことになる．

　　　　山上変成岩は，一般には，ざくろ石・白雲母を

　　　ふくむ緑簾石角閃岩である（KURODA　and　OGURA，

　　　1963）．

　　　　山上・松ケ平など一連の変成岩の変成時期につ

　　　いては，先後期デボン説（佐藤，1961三小貫その

　　　他，1962）や，先石炭紀鬼丸世説（MINATo　et　aL，

　　　1965）があり，また岩石変形からみて，相馬地方

　　　の古生層全体と同じ造構作用をうけているとみる

　　　考え方もある（岩松・1971）．

（3）河守変成岩

　　柴国賢・猪木幸男（1966）参照．

（4）三郡変成岩

　　SHIBATA，K　and　IGI，S．（1969）参照．

（5）台花嵩岩

　　河野義礼その他（1966）参照．

（6）筑後変成岩（三郡変成岩）

　試料：＆・TN68051502，緑泥石白雲母曹長石石英片

　　　　岩

　　　　b・TN68051504，緑簾石緑泥石白雲母曹長石

　　　　石英片岩

　産地：福岡県久留米市高良内町一之瀬（第2図c）
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付表　本邦の2，3のいわゆる基盤岩類のRb－Sr年令

試料No．

もρ

［

a
s
）

（1）

（2）67072003

（3）Y63－6

（4）　TD661

TD662

（5）　　T　N67041807

（6）　　T　N68051502

　TN68051504

（7）Y－33

岩体

鵜ノ木

山上

河守

三郡

台

筑後

石垣島

岩　石

黒雲母片麻岩

白雲母片岩

黒雲母角閃岩

白雲母片岩

白雲母片岩

花闘岩

白雲母片岩

白雲母片岩

試料

全岩
’黒雲母

白雲母片岩1

白雲母

全岩
黒雲母

全岩
白雲母

全岩
白雲母

全居
白雲母

全岩

全岩

白雲母

Rb
（ppm）

70．0

261’

218

6．37

33．7

Sr
（ppm）

116

3321
15．9

300

19．4

88．8

78．6

70．5

154

1001

33．6

45．9

94．0

26．0

145

106

14．9

106

243

198

149

315

43．1

87Sr／86Sr

spiked

0．7083

0，7530

0．7663

0．7068

0．7192

0．7142

0．7304

0．7160

0．7280

0．7072

0．7137

0．7132

0．7155

0．7386

87Rb／86Sr

0．2025

22．55

13．74

0．1962

3．759

2．308

9．093

3．079

8．222

0．2306

1二299

1．527

0．6487

10．32

87Sr／86Sr

initial

0．7079

（0．709）

0．7061

0．7087

0．7088

0．7058

（0．709）

年令
（m．y，〉

136

（283）＊

236

162

159

413

（195）＊

他の測定値
年令

151＊＊

300

｛215
289＊＊

｛175
169

424

384＊＊

169

242

17些

方法

Rb－Sr

K－Ar

K－Ar

Rb－Sr

K－Ar

K－Ar

：Rb－Sr

K－Ar

K－Ar

K，一Ar

著　者

早瀬・石坂

河野・植田

柴田・猪木

早瀬・石坂

SHIBATA　＆　IGI

河野その他

早瀬・石坂
UEDA＆ONUKI

SHIBATA　et　a1．

（1967）

（1965）一m
　　醤景
　　田翌
　　・聖
　　＄　　＞P（1966）　裂鳩

　　田（1967）田も。

　　さ§
　　＝＝，（1969）蜘

　　蒜
　　難
　　鱗
　　。o
鰯）難
　　」嫁（1967）帥
（1969）一命

（1968）

注（1）λ87Rb＝1．47×10－11Yr4

　（2〉＊の年令は（87Sr／86Sr）o＝o．709として計算

（3）＊＊の年令は注（1）の崩壊定数に計算しなおしてある．
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第2図一a 鵜ノ木変成岩試料採取地点
（5万分の1地形図「水沢」）
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目本列島の2，3のいわゆる基盤岩類のRb－Sr年令
（柴田・WANLEss・加納・吉田・野沢・猪木・小西）
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第2図一c 筑後変成岩試料採取地点
（5万分の1地形図「久留米」）

地質・岩石：本岩は，八女・朝倉等，田川付近に分布

　　　する弱変成岩で，松本（1958）の分類によるC

　　　層群に属する古生層を原岩とする．本岩体の付

　　　近には花闘岩もなく，熱変成作用の影響もみと

　　　められない．本試料は泥質砂岩に由来するもの

　　　であろう．

（7）石垣島

　SHIBATA5K．eta1．（1968）参照．

3．　測定結果について

測定結果については，著者達の問で討議する機会がな

かったので，とくにその地質学的検討は別の機会にゆず

り，本稿ではふれない．

本稿所載の年令は，既公表の同位元素年令と，おおむ

ね，誤差の範囲内で調和する．ただ，河守変成岩の早瀬

・石坂（1967）のRb－Sr年令との差が目につくが，早

瀬・石坂の測定試料は，本稿測定試料をさらに精製した

ものである．この黒雲母試料は，もともとかなり緑泥石

化しているので，測定値の差はこの黒雲母試料の純度に

関係しているものかもしれない．

筑後変成岩については，試料が不良で，白雲母の分離

ができず，年令の算出にいたらなかった．
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